
地域分析・検討結果記入シート（平成30年度）
保険者名　

　　データの値

H28 H29 H30 H28 H29 H30 H28 H29 H30 H28 H29 H30

認定率 B4-a ％ 見える化・時系列 18.0 18.0 18.3 19.1 19.1 19.2 16.6 16.2 16.3 18.7 17.9 17.7

調整済み認定率 B5-a ％
見える化・時系列
(他地域との比較)

17.5 17.2 17.1 16.8 16.5 16.4 15.6 14.8 14.5 16.6 15.6 15.1

調整済み重度認定率
（要介護３～５）

B6-a ％
見える化・時系列
(他地域との比較)

11.5 11.3 11.3 10.5 10.3 10.2 8.6 7.9 7.7 9.0 8.3 8.3

調整済み軽度認定率
（要支援１～要介護２）

B6-b ％
見える化・時系列
(他地域との比較)

6.0 5.9 5.8 6.3 6.2 6.1 7.0 6.9 6.8 7.6 7.3 6.8

H28 H29 H30 H28 H29 H30 H28 H29 H30 H28 H29 H30

受給率（施設サービス） D2 ％ 見える化・時系列 2.8 2.8 2.8 3.7 3.6 3.7 3.5 3.5 3.6 3.5 3.5 3.5

受給率（居住系サービス） D3 ％ 見える化・時系列 1.2 1.2 1.3 0.8 0.8 0.9 0.6 0.6 0.6 0.8 0.9 1.0

受給率（在宅サービス） D4 ％ 見える化・時系列 10.5 9.9 9.6 11.6 10.8 10.1 9.5 8.8 8.5 11.6 11.0 10.4

受給率（訪問介護） D32-a ％ 見える化・時系列 3.8 3.2 2.8 3.3 2.9 2.5 3.0 2.5 2.6 4.1 3.8 3.5

受給率（訪問入浴介護） D32-b ％ 見える化・時系列 0.2 0.2 0.2 0.3 0.2 0.2 1.0 1.0 1.1 0.3 0.3 0.2

受給率（訪問看護） D32-c ％ 見える化・時系列 1.2 1.4 1.4 1.0 1.1 1.1 0.8 0.7 0.8 0.8 0.9 0.9

受給率（訪問リハビリ） D32-d ％ 見える化・時系列 0.3 0.3 0.3 0.6 0.6 0.6 1.2 1.4 1.3 0.8 0.8 0.8

受給率（居宅療養管理指導） D32-e ％ 見える化・時系列 1.7 1.9 2.1 0.7 0.8 0.8 0.1 0.1 0.1 0.2 0.3 0.3

受給率（通所介護） D32-f ％ 見える化・時系列 4.4 3.6 3.2 5.8 4.9 4.1 1.6 1.2 1.2 5.4 4.7 4.2

受給率（地域密着型通所介
護）

D32-s ％ 見える化・時系列 1.1 1.1 1.1 1.1 1.1 1.1 0.7 0.7 0.7 1.5 1.5 1.4

受給率（通所リハビリ） D32-g ％ 見える化・時系列 1.6 1.7 1.7 1.9 2.0 2.0 2.7 2.6 2.4 1.5 1.6 1.6

受給率（短期入所生活介護） D32-h ％ 見える化・時系列 0.9 0.9 0.9 1.4 1.4 1.4 0.5 0.6 0.5 1.5 1.6 1.5

受給率（短期入所療養介護） D32-i ％ 見える化・時系列 0.1 0.1 0.1 0.2 0.2 0.2 0.4 0.2 0.3 0.2 0.2 0.2

受給率（福祉用具貸与） D32-j ％ 見える化・時系列 5.6 5.9 6.1 5.3 5.5 5.7 4.6 4.7 4.8 5.6 5.8 5.7

受給率（小規模多機能型居宅
介護）

D32-n ％ 見える化・時系列 0.3 0.3 0.3 0.4 0.4 0.4 0.8 0.8 0.8 0.5 0.5 0.6

山田町

全国平均等との乖離に
ついての理由・問題点
等の考察(仮説の設定)

設定した仮説の
確認・検証方法

問題を解決する
ための対応策
(理想像でも可)

〇認定率(調
整済み認定
率)は低い水
準で推移して
いる。

〇訪問リハビリ、通所
リハビリの効果が現れ
ていると思われる。
〇デイサロン（被災者
支援事業）等介護予防
事業の効果により要介
護への移行が抑制。

・訪問リハビ
リ、通所リハビ
リの受給率
・デイサロン参
加者（事業対象
者・要支援1・
2）の要介護度の
状況

〇受給率は、
全国平均と比
べ、施設サー
ビスは高く、
居住系サービ
スは低い。

活用データ名・指標名 指標ID 単位 備考
全国平均等
との比較

全国平均 岩手県平均 山田町 宮古市

〇施設サービスは第１
号被保険者あたり定員
が全国平均より多いこ
とによる。居住系はGH
の定員が少ないことに
よる。

〇施設サービ
ス・居住系サー
ビスとも待機者
が相当数いる状
態であり、次期
計画に向け適正
なサービス量の
推計が必要。

〇通所介護と地域密着
型通所介護は町内にそ
れぞれ１事業所ずつで
あり、選択肢が少な
く、通所リハビリも選
択肢の１つとなってい
る。
　デイサービスを利用
しない代わりに訪問入
浴介護の需要がある。
　短期入所生活介護は
町内に１施設のみであ
り、受給率が低い要因
になっている。

・通所介護と地
域密着型通所介
護に加え小多機
の利用率の聞き
取り⇒いずれも
定員に達してお
らず、余裕があ
る状況。ショー
トステイは急な
需要には応じら
れないケースは
あるが常に満床
の状況ではな
い。

〇通所介護、地
域密着型通所介
護、ショートス
テイの希望者が
利用できる状況
であるかケアマ
ネと情報共有を
行う。

〇在宅サービ
ス
《特徴》
・通所介護、
地域密着型通
所介護、短期
入所生活介護
の受給率が低
い。
・訪問入浴介
護、訪問リハ
ビリ、通所リ
ハビリの受給
率が高い。

〇訪問リハビリは、PT
育成等実施体制を強化
している町内1事業所と
復興特区による宮古市
内の事業所がそれぞれ
利用者を伸ばしてい
る。町内医療法人によ
る通所リハビリと併せ
普及が進んだ。

・訪問リハビリ2
事業所の利用者
の状況

〇復興特区終了
後の動向と通所
リハビリ1事業所
の新規開設を踏
まえ、リハビリ
の提供体制に注
視。



データの値

H28 H29 H30 H28 H29 H30 H28 H29 H30 H28 H29 H30

受給者１人あたり給付月額
（在宅及び居住系サービス）

D15-a 円 見える化・時系列 117,649 125,301 128,185 109,959 117,305 123,052 116,805 122,291 125,836 119,038 128,118 132,355

受給者１人あたり給付月額
（在宅サービス）

D15-b 円 見える化・時系列 107,724 114,918 117,519 101,907 108,839 114,148 108,253 113,258 116,183 109,975 118,945 121,096

受給者１人あたり給付月額
（訪問介護）

D17-a 円 見える化・時系列 51,946 61,591 67,103 53,430 62,016 67,589 51,679 62,908 73,087 50,568 58,246 60,718

受給者１人あたり利用日数・
回数（訪問介護）

D31-a 回 見える化・時系列 16.8 20.9 23.6 18.6 22.2 24.8 17.0 22.3 24.7 16.1 18.5 19.2

受給者１人あたり給付月額
（訪問入浴介護）

D17-b 円 見える化・時系列 59,514 60,565 61,422 52,396 53,637 53,537 57,044 54,831 57,487 49,135 51,006 49,064

受給者１人あたり利用日数・
回数（訪問入浴介護）

D31-b 回 見える化・時系列 5.0 5.0 5.0 4.5 4.5 4.4 4.8 4.5 4.6 3.9 4.0 3.8

受給者１人あたり給付月額
（訪問看護）

D17-c 円 見える化・時系列 40,649 40,617 40,770 32,855 32,776 33,094 42,495 38,981 37,725 43,523 42,660 42,459

受給者１人あたり利用日数・
回数（訪問看護）

D31-c 回 見える化・時系列 8.5 8.6 8.7 6.6 6.6 6.5 9.0 8.4 8.5 7.3 8.0 8.3

受給者１人あたり給付月額
（訪問リハビリ）

D17-d 円 見える化・時系列 32,844 33,065 33,103 30,787 30,594 30,109 44,124 39,565 39,644 30,073 30,472 29,646

受給者１人あたり利用日数・
回数（訪問リハビリ）

D31-d 日 見える化・時系列 11.3 11.3 11.4 10.8 10.7 10.7 14.8 13.4 13.7 10.2 10.3 10.4

受給者１人あたり給付月額
（通所介護）

D17-f 円 見える化・時系列 64,813 74,021 80,623 57,213 63,970 71,334 57,589 58,801 57,213 58,155 62,754 65,232

受給者１人あたり利用日数・
回数（通所介護）

D31-e 日 見える化・時系列 7.5 9.2 10.6 6.4 7.6 9.2 6.9 7.4 7.3 7.1 7.9 8.3

受給者１人あたり給付月額
（地域密着型通所介護）

D17-t 円 見える化・時系列 73,993 74,674 73,908 70,802 71,698 71,373 85,925 83,610 85,841 61,657 67,333 68,375

受給者１人あたり利用日数・
回数（地域密着型通所介護）

D31-j 日 見える化・時系列 9.6 9.6 9.5 9.0 9.0 8.8 9.5 9.1 9.5 7.9 8.3 8.3

受給者１人あたり給付月額
（通所リハビリ）

D17-g 円 見える化・時系列 62,421 61,790 59,758 55,056 53,994 52,364 60,938 62,062 57,371 76,164 72,887 66,716

受給者１人あたり利用日数・
回数（通所リハビリ）

D31-f 日 見える化・時系列 6.3 6.2 6.1 5.6 5.5 5.3 6.3 6.4 6.0 7.7 7.3 7.2

受給者１人あたり給付月額
（短期入所生活介護）

D17-h 円 見える化・時系列 90,899 93,708 94,811 82,614 83,876 84,208 85,321 88,030 76,192 75,793 76,047 79,273

受給者１人あたり利用日数・
回数（短期入所生活介護）

D31-g 日 見える化・時系列 11.3 11.5 11.6 10.5 10.5 10.6 10.3 10.6 9.0 9.3 9.1 9.5

受給者１人あたり給付月額
（短期入所療養介護）

D17-i 円 見える化・時系列 82,448 83,625 84,906 81,826 84,009 86,599 74,627 71,103 88,593 89,167 89,190 101,098

受給者１人あたり利用日数・
回数（短期入所療養介護）

D31-h 日 見える化・時系列 7.9 7.9 7.9 8.0 8.3 8.3 7.7 7.1 8.5 8.5 8.5 9.1

受給者１人あたり給付月額
(福祉用具貸与)

D17-j 円 見える化・時系列 11,693 11,651 11,564 12,030 12,014 11,955 14,914 15,012 15,489 13,783 13,882 14,125

受給者１人あたり給付月額
(小規模多機能型居宅介護)

D17-p 円 見える化・時系列 176,889 179,421 180,054 175,817 177,021 178,473 177,873 179,721 164,997 213,667 215,573 216,846

受給者１人あたり給付月額
(認知症対応型共同生活介護)

D17-q 円 見える化・時系列 243,864 249,222 250,256 242,413 247,204 248,294 247,072 251,896 257,926 257,937 258,696 258,747

〇訪問リハビ
リの受給者１
人あたり給付
月額が低い。

・受給者１人あたりの
利用日数が多い。

〇重点的にケア
プランを点検。

問題を解決する
ための対応策
(理想像でも可)

活用データ名・指標名 指標ID 単位 備考
全国平均等
との比較

全国平均 岩手県平均 山田町 宮古市

〇訪問介護の
受給者１人あ
たり給付月額
が高い。

〇在宅で必要な
サービスが受け
られるよう関係
者間の連携が必
要。

・訪問介護利用者の重
度者の割合が高い。
（要介護3～5が50％）

全国平均等との乖離に
ついての理由・問題点
等の考察(仮説の設定)

設定した仮説の
確認・検証方法

〇通所介護の
受給者１人あ
たり給付月額
が低い。

・受給者１人あたりの
利用日数が少ない。

〇利用状況やケ
アプランの確認
が必要。

〇福祉用具貸
与の受給者１
人あたり給付
月額が高い。

・在宅の方の重度化に
よるニーズの増加

〇重点的にケア
プランを点検。

〇短期入所の
受給者１人あ
たり給付月額
が減少。

・受給者１人あたりの
利用日数が減少。

〇必要なサービ
スが受けられる
よう関係者間の
情報共有が必
要。


